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平成 28 年３月期第２四半期業績予想と実績値との差異、通期業績予想及び配当予想の 
修正に関するお知らせ 

 

 平成27年５月14日に公表いたしました平成28年３月期第２四半期の業績予想と本日公表の実績値との

間に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、平成 27 年５月 14 日に公表いたしました平成 28 年３月期通期業績予想および１株当たり配当予想

も修正することといたしましたので、あわせてお知らせいたします。 

 

記 

１．連結業績予想数値の修正 

（１）平成 28 年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想値と実績値との差異 

（平成 27 年４月１日～平成 27 年９月 30 日） 

 
（２）平成 28 年３月期通期連結業績予想の修正（平成 27 年４月１日～平成 28 年３月 31 日） 

  連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり連結 

当期純利益 

前回発表予想（A) 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

113,500 15,000 14,800 9,400 233.08 

今回修正予想（B） 108,500 11,900 11,600 7,500 185.47 

増減額（Ｂ－Ａ） △ 5,000 △ 3,100 △ 3,200 △ 1,900 - 

増減率（ ％ ） △4.4% △20.7% △21.6% △20.2% - 

(参考）前期実績 

（平成 27 年３月期） 
109,837 13,851 14,146 7,390 183.29 

 
 

  連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１株当たり連結 

四半期純利益 

前回発表予想（A) 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

52,000 5,800 5,700 3,400 84.30 

今回実績（B） 49,109 4,522 4,315 2,790 69.00 

増減額（Ｂ－Ａ） △ 2,890 △ 1,277 △ 1,384 △ 609 - 

増減率（ ％ ） △5.6% △22.0% △24.3% △17.9% - 

(参考）前期実績 

（平成 27 年３月期 

第２四半期） 

49,557 5,605 5,741 2,813 69.82 



２．個別業績予想数値の修正 
 

（１）平成 28 年３月期第２四半期累計期間の業績予想値と実績値との差異 

（平成 27 年４月１日～平成 27 年９月 30 日） 

  売上高 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（A) 
百万円 百万円 百万円 円 銭 

37,000 5,200 3,300 81.82 

今回実績（B） 34,896 4,334 2,902 71.76 

増減額（Ｂ－Ａ） △ 2,103 △ 865 △ 397 - 

増減率（ ％ ） △5.7% △16.6% △12.1% - 

(参考）前期実績 

（平成 27 年３月期

第２四半期） 

36,109 5,364 2,280 56.60 

 
（２）平成 28 年３月期通期業績予想の修正（平成 27 年４月１日～平成 28 年３月 31 日） 

  売上高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A) 
百万円 百万円 百万円 円 銭 

81,000 13,100 8,600 213.24 

今回修正予想（B） 75,700 10,300 6,900 170.63 

増減額（Ｂ－Ａ） △ 5,300 △ 2,800 △ 1,700 - 

増減率（ ％ ） △6.5% △21.4% △19.8% - 

(参考）前期実績 

（平成 27 年３月期） 
78,521 12,484 6,559 162.67 

 
 
 
３．業績予想修正の理由 
 

 当第２四半期は太陽光発電設備の導入ピッチの鈍化傾向が強まったことに加え、設備投資等によ

る一般需要も力強さに欠ける動きとなりました。第３四半期以降においても同様の傾向が見込まれる

ため、上記のとおり修正を行うものであります。 

 



 
４．配当予想の修正 
 

基準日 
年間配当金（円） 

第２四半期末 期末 合計 

前回予想 
円 円 円 

35 35 70 

今回修正予想 - 22 57 

当期実績 35 - - 

前期実績 

（平成 27 年３月期） 
28 28 56 

 
 
５．配当予想修正の理由 
 

 当社は、株主の皆様への利益還元を重要な経営方針と位置づけ、安定的な配当の継続を基本に業績およ

び連結配当性向 30％を目標に総合的に勘案しながら成果の配分を実施することとしております。 

 上記配当方針に基づき、このたびの業績予想の修正を踏まえ総合的に勘案した結果、上記のとおり配当

予想を修正するものであります。 

 

（注）業績予想の適切な利用に関する資料、その他特記事項 

上記の業績予想等は、本資料発表日現在の見通し、計画に基づき作成したものであります。 

実際の業績は、今後の様々な要因により予想値と異なる可能性があります。 

 

以  上 


